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論文内容要旨
研究目的
 ヒト大腿骨頭は特異なvascu1arsupplyを有しているため,血行障害と密接に関連する疾
 患が発症しやすい。なかでも成人にみられる特発性大腿骨頭壊死はその代表的なものである。特
 発性大腿骨頭壊死においてはTucker(1949),TruetaandHarrison(1953)らによ
 って骨頭の3分の2以上に分布することが観察されている内側大腿回旋動脈領域の検索が重要で
 ある。大腿骨頭の血行動態を臨床的に検査する一方法として動脈造影法があり,Ro〔)k〔1953),
 Mussbich!er(1956)をはじめ多くの人達は逆行性に大腿動脈を穿刺し,大腿動脈または
 総腸骨動脈領域を造影する方法により観察している。しかし,この方法では元来血行に乏しい大
 腿骨頭であるため,骨頭に至る動脈系を末梢まで確実に造影することは困難であり,また血行に
 富む周辺軟部組織の血i管像が重なって読影が繁雑となる傾向があるといった欠点をもっている。
 そこで私は,内側大腿回旋動脈を選択的に造影することの必要性を感じ,選択的造影法を確立す
 るとともに,それを特発性大腿骨頭壊死に応用して観察した。
研究方法
 仰臥位で局麻下に検査する側の大腿動脈を末梢方向に穿刺し,Seldinger法にしたがい,
 先端を種々の形状に作製したKIFAのgreencatheterを大腿動脈に挿入した。透視下に
 testinjectionを行いつ、,内側大腿回旋動脈の起始部にcatheter先端をp!・ewedge
 の状態で挿入し,選択的造影を行った。連続撮影法とSubtraction法をroLItineに応用し
 た。
 研究結果ならびに考察
 1)本法をまず正常14例ユ4骨頭〔正常群)に施行した。その結果,内側大腿回旋動脈領域
 の骨頭外主要動脈はもとより,頚部被膜下動脈から骨頭内小動脈のleve]までほぼ100%確
 実に造影し得た。読影を繁雑にする周辺血管の重なりも避けられ,またとくに本法による利点と
 して閉鎖動脈や上磐動脈,下磐動脈などが内側大腿回旋動脈との間に有する吻合枝を介して逆行
 性に造影されることにより,骨頭周囲の動脈相互の関係をも効率よく把握することが可能であっ
 た。得られた正常造影像は対象全例とも形態的にかなり共通的な分岐と走行のpatternを示し,
 とくに内側大腿回旋動脈から頚部上行枝を経て上頚部被膜下動脈に至る特徴的な走行と,それが
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 大腿骨頭の主要な動脈路であることを生体における造影像としてとらえ得た。
 2)ついで,特発性大腿骨頭壊死15例24骨頭壊死群に本法を施行し,内側大腿回旋動脈領
 域の検索を行った。病期の進行にともない,頚部上有枝および■Lドの被膜ド動脈の領域に狭穿性
 の変化を主とする多彩な病的変化がみられた。しかし骨頭の広範な阻血壊死をきたすに足ると考
 えられるほどの骨外一E要動脈路の完全閉塞像は例外的にしかみられず,これが一般的な特発性大
 腿骨頭壊死の発症原因とはみなしにくいと思われた。初期例ではIE常像を示すという報告がある
 が,軽度の血管壁の不整,屈曲蛇行等がみられtaperhlgもsmo〔)thとはいいがたい造影像で
 あった。病期のいかんを問わず骨頭壊死群においては,ll{常群で高率にみられた頚部上竹枝と上
 盤動脈または下轡動脈との吻合枝が2例4骨頭を除く全例に造影されなかった、,このことは骨頭
 壊死群に特徴的なことであった。背景因」生別にアルコール過摂取欝(5例)とステロイド剤投与
 群(9例)とに分けて観察すると後者に血管壁の狭穿性の変化の強い傾向があった。末梢例の一
 部で骨頭内の壊死部周囲の血管増生が造影剤の貯溜像として明瞭にとらえられたが,これは摘出
 骨頭の病理組織像にみられる壊死部周囲の豊富な血管新生をともなう修復像をうらづけるもので
 あり,本法によりはじめて造影μ」能な所見と思われた。以上のように内側大腿回旋動脈の選択的
 造影法により,従来の方法にくらべ,大腿骨頭の血行状態をより詳細に把握することがrl∫能であ
 った。
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 審査結果の要旨
 ヒトの大腿骨頭は生理的に特異な血行状態にあるため,血行障害と関連する疾患が発生しやす
 い。しかして大腿骨頭の血行障害は股関節の機能を失なわす状態にまで進展させることが少なく
 ない。股関節の血行状態の検索は臨床的に欠くべからざるもので,従来動脈系と静脈系の両面か
 ら追求されてきた。従来行なわれてきた動脈造影法では,骨頭にいたる動脈系を末梢まで確実に
 造影することが困難であり,周囲軟組織の血管像と重なり判定が困難である。そこでそれらの欠
 点を取り除く方法として,内側回旋動脈の選択的造影を企図し,本学放射線科の指導のもとに,
 選択的造影法を確立した。
 この方法を正常14例14骨頭に試みたところ,頚部被膜下動脈から骨頭内小動脈のレベルま
 で100%確実に造影できることが分り,従来の方法よりより精細な情報をうることができた。
 著者は最近問題になっている特発性大腿骨頭壊死15例24骨頭について本方法を試みている。
 従来本症に対する動脈造影の臨床的価値は低いものとされていたが,従来の報告とは異なり,初
 期においても血管壁の不整,屈曲蛇行,平滑でないtaperingといった新知見をえている。
 著者の研究は内側大腿回旋動脈の選択的動脈造影法を確立し,特発性大腿骨頭壊死の造影像に
 新知見を見出していることは価値ある臨床的業績と思われ,学位に値するものと認める。
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